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９／１７（月）は「敬老の日」です
わが国には、１月１日の元日から、１２月２３日の天皇誕生日まで、１年

間に１６の祝日があります。その中に、人々の年齢や世代に関する日が、３

日あります。それは、「成人の日」（１月の第２月曜日）と５月５日の「こど

もの日」、もう一つが９月の第３月曜日の「敬老の日」です。今年は９月１７

日（月）で、その前日１６日（日）に本校体育館で、「第３６回東奈良地区敬

老会・金婚祝賀会」が行われます。

「敬老の日」は、「多年にわたり社会に尽くしてきた老人を敬愛し、長寿を

祝う」という趣旨で、祝日に制定されています。みなさんに身近なお年寄り

といえば、おじいさんやおばあさんですね。ひいおじいさんやひいおばあさ

んがご健在の人もいるでしょうか。また、親族はいないけれど、近所のお年

寄りと知り合いというみなさんも多いと思います。

みなさんは生まれて７～１２年くらいですが、みなさんもすでに、一人ひ

とり違うそれぞれの歴史を持っています。この小学校を卒業した後も、それ

ぞれ違う道に進み、大人になり、自分の人生を歩いて行きます。みなさんの

周りのお年寄りは、みなさんの人生の何倍もの時間を生きてこられました。

みなさんと同じように、それぞれ自分の人生を歩まれ、その間には私たちが

想像もできないような経験もされたことでしょう。お年寄りのみなさんは、

過去何十年間も、それぞれの職業や役割に就かれ、社会のために尽くしてこ

られました。今、私たちが便利な生活をしたり、安心して学校生活を送るこ

とができるのも、お年寄りの努力のおかげです。

身近なお年寄りから、５０年前の生活や社会

の話を聞いてみてはどうでしょう。みなさんが

知らない話をたくさん聞くことができると思い

ます。その話を聞いた後に、これから２０年後

の生活や社会を考えるのも意味のあることだと

思います。さらに、自分の今後の生き方につい

ても考える機会になれば、なかなか得られない

すばらしい時間になると思います。

＜日本の祝日一覧＞

元日／成人の日／建国記念の日／春分の日／昭和の日／憲法記念日

／みどりの日／こどもの日／海の日／山の日／敬老の日／秋分の日

／体育の日／文化の日／勤労感謝の日／天皇誕生日

「あいさつ」の意味
朝、正門に立っていると、自分からあいさつをする人・しない人、あいさ

つをされればする人、声には出さないけれど視線を合わせて目礼する人など、

いろいろなタイプの人に会います。多様でおもしろいといえばその通りです

が、その差はいったい何を意味するのでしょうか。

そもそも、人はなぜあいさつをするのでしょうか。「私はあなたの敵ではあ

りませんので安心してください」という機能を果たしているといえるし、「あ

いさつはコミュニケーションの入り口である」という考え方もあります。つ

まり、「おはよう」と声をかけても返事がなければ「どうした？ 元気がない

なぁ？ 何かいやなことがあったの？」などと次の応答につながるというわけ

です。

あいさつは「あなたのことを知っていますよ」と相手のことを認め、「あな

たのことを大切に思っていますよ」と相手を尊重することなので、私はでき

るだけ自分からしたいと思っています。もちろん、人によってコミュニケー

ションの得手・不得手があります。自分から声をかけるのはちょっと恥ずか

しいと思っている人も、「相手があいさつをして

くれたら、私も返しますよ」という人もいるで

しょう。

あいさつは形式ではないし、いろいろなあい

さつがあってもいいと思いますが、あいさつさ

れてもしない人には、なってほしくないと思っ

ています。改めて、さりげないあいさつが飛び

交う学校にしていきましょう。

ひ とつにみんなでまとまろう！ あ いさつができる子

が くりょくと体力をのばそう！ い っしょうけんめい勉強する子

し っかりせいかつしよう！ う んどうが好きな子

な かよく友だちとすごそう！ え がおでやさしい子

ら んらん夢に向かう東奈良っ子！ お そうじをがんばる子


